
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ウ
ソ
だ
ろ
う 

マ
ナ
ー
研
修 

受
講
済
）
（
ズ
ボ
ン
下
げ 

ス
カ
ー
ト
あ
げ
て 

髪
染
め
る
） 

（
将
来
は 

パ
ソ
コ
ン
の
中
に 

家
を
建
て
）
（
休
め
よ
と 

言
っ
て
は
く
れ
る
が 

代
わ
る
人
無
し
） 

ク
に
は
、
連
合
中
越
や
傘

下
の
各
単
組
も
正
会
員
や

サ
ポ
ー
ト
団
体
と
し
て
参

加
し
て
お
り
、
１
０
市
町

村
の
合
併
に
よ
り
広
域
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
回
収

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
広
域
に

な
っ
て
い
る
。 

 

い
ま
、
少
子
高
齢
社
会

が
進
行
す
る
す
る
時
代
の

中
、
行
政
セ
ク
タ
ー
・
企

業
セ
ク
タ
ー
・
市
民
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
「
主
体
的
協

働
」
が
試
さ
れ
て
い
る
。

市
民
力
創
造
と
い
う
視
点

か
ら
も
今
後
の
活
動
が
期

待
さ
れ
る
。 

 

２
０
０
４
年
の
中
越
大

震
災
か
ら
４
年
を
迎
え
た

１
０
月
２
３
日(

木)

長
岡

市
立
太
田
小
中
学
校
体
育

館
で
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ

た
。 

 

冒
頭
、
出
席
者
全
員
に

よ
る
１
分
間
の
黙
と
う
。

主
催
者
を
代
表
し
て
森
市

長
が
挨
拶
。
続
い
て
、
遺

族
代
表
ら
か
ら
次
々
と
挨

拶
が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

小
中
学
生
の
総
合
学
習

で
の
震
災
復
興
に
向
け
た

成
果
発
表
が
行
わ
れ
た
。

地
域
の
価
値
の
再
発
見
と

同
時
に
、
先
入
観
を
持
た

ず
に
発
想
す
る
子
供
ら
し

い
提
起
に
会
場
内
は
ど
よ

め
い
た
。
現
実
を
踏
ま
え

た
上
で
地
域
興
し
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
地
域
の
姿
勢

が
印
象
的
だ
っ
た
。
が
ん

ば
ろ
う
！
中
越
。
フ
レ
ー

フ
レ
ー
中
越
。 

(1)第622号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2008年11月1日 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

 

連
合
中
越
政
策
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
策
定
が

進
め
ら
れ
て
き
た
要
望
事

項
は
、
各
産
別
・
単
組
か

ら
の
要
望
・
意
見
を
組
み

込
み
な
が
ら
、
第
５
５
回

委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
て

の
提
出
と
な
っ
た
。 

 

要
望
事
項
の
ポ
イ
ン
ト

説
明
の
後
、
市
長
か
ら
各

項
目
に
対
す
る
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。
特
に
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
項
目
が
多
岐
・
深
刻

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
長
岡
市
と
し
て

も
多
重
債

務
対
策
に

つ
い
て
、

専
門
家
の

力
も
含
め

て
、
立
ち

直
ろ
う
と

す
る
人
に

対
す
る
有

効
な
支
援

策

を

検

討
・
研
究

中
で
あ
る

こ
と
が
述

べ

ら

れ

た
。 

 

要
望
書

の
循
環
と
と
も
に
、
各
分

野(

給
食
調
査
残
さ
再
生

利
用
事
業
、
割
り
ば
し
リ

サ
イ
ク
ル
再
生
利
用
事
業 

エ
コ
グ
リ
ー
ン
事
業
、
炭

焼
き
工
房
事
業
、
里
道
・

里
山
整
備
事
業
、
廃
食
油

再
生
利
用
事
業
な
ど)

で

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
、
障
害
者
や
高
齢

者
、
児
童
・
生
徒
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
多
様
に

組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

年
間
で
延
べ
６
，
５
０
０

名
以
上
が
参
加
す
る
も
の

で
、
表
彰
審
査
の
事
前
審

査
段
階
で
も
審
査
員
が
、

「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

ん
で
す
ね
。
」
と
驚
嘆
さ

れ
て
い
た
も
の
。 

 

地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

 

１
０
月
２
１
日(

火)

東

京
で
の
受
賞
を
受
け
た
後 

翌
２
２
日(

水)

森
民
夫
長

岡
市
長
を
表
敬
訪
問
し
て

の
受
賞
報
告
が
な
さ
れ

た
。 

 

当
日
は
、
地
域
循
環
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
理
事
・
事

務
局
ス
タ
ッ
フ
が
市
役
所

を
訪
れ
た
。
森
市
長
か
ら

は
「
本
当
に
お
め
で
と

う
。
長
年
の
地
道
な
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

新
潟
県
内
か
ら
も
唯
一
の

受
賞
と
な
っ
た
わ
け
で
、

長
岡
市
長
と
し
て
お
祝
い

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
。
」
と
受
賞
の

祝
い
と
と
も
に
日
頃
の
活

動
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

今
回
の
受
賞
は
、
資
源 
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●
熊
が
出
没
、
イ
ノ
シ
シ

が
出
没
。 

●
日
本
は
８
０
％
近
く
が

森
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
、

自
然
豊
か
な
国
土
だ
。
国

土
の
８
割
は｢

人
間｣

で
は

な
く
、
東
日
本
の
熊
と
西

日
本
の
イ
ノ
シ
シ
が
食
物

連
鎖
の
頂
点
と
し
て
君
臨

し
て
き
た
。
人
間
は
２
割

の
領
土
で
生
活
す
る
少
数

派
。
８
割
の
森
林
地
帯
に

道
路
を
建
設
、
川
を
せ
き

止
め
ダ
ム
を
建
設
、
橋
を

建
設
し
て
道
路
に
結
ぶ
。 

●
人
間
に
と
っ
て
の
建
設

は
、
自
然
に
と
っ
て
は
破

壊
。
さ
り
と
て
、
昔
々
の

世
界
・
暮
ら
し
に
引
き
返

す
事
は
不
可
能
だ
ろ
う
。 

●
こ
れ
以
上
環
境
破
壊
を

進
め
ず
、
「
あ
る
を
も
っ

て
足
る
生
活
」
が
出
来
な

い
の
か
、
と
熊
と
イ
ノ
シ

シ
が
訴
え
て
い
る
。
人
は

「
物
は
奪
え
合
え
ば
足
り

ず
、
分
け
合
え
ば
余
る
」

と
い
う
先
人
の
知
恵
も
持

ち
合
わ
せ
な
い
生
物
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

●
人
間
だ
け
の
勝
手
な
営

み
で
、
地
球
上
の
動
物
・

植
物
・
微
生
物
の
生
態
系

が
大
混
乱
を
開
始
し
た
。 

●
日
本
の
年
間
廃
棄
食
品

は
お
米
生
産
の
２
．
５
倍

２
４
５
０
万
ト
ン
だ
。
食

料
自
給
率
が
３
９
％
な
の

に
世
界
一
の
廃
棄
食
品
国

だ
。
輸
入
食
品
の
安
全
性

は
？
ど
こ
ろ
か
、
国
内
生

産
物
だ
っ
て
不
正
・
偽
装

の
オ
ン
パ
ー
レ
ー
ド
だ
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

全
体
に
対
し
て
は
「
内
容

全
体
に
つ
い
て
私
の
考
え

て
い
る
こ
と
と
共
通
し
て

い
る
。
後
日
、
文
書
を
も 

っ
て
回
答
し
た
い
。
」
と

述
べ
ら
れ
た
。 

 

連
合
中
越
と
し
て
は
、

回
答
を
受
け
た
後
に
委
員

会
を
開
催
し
て
内
容
の
検

討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
納
得
で
き
な
い
点

や
不
十
分
と
判
断
さ
れ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
再
要

望
し
て
、
勤
労
市
民
の
地

位
向
上
・
生
活
向
上
の
実

現
に
結
び
付
け
て
い
く
予

定
。 第１２回連合中越幹事会のご案内 

日時 １１月４日(火)１８：３０～ 

会場 長岡市勤労会館 第２小ホール 

議題 一般活動報告 

   第18回年次総会の任務分担 

   その他 

中
越
大
震
災 

四
周
年
追
悼
式
開
催 

 

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ル
（
３
Ｒ
）

推
進
全
国
協
議
会
が
主
催
す
る
推
進
功
労
者
等
表
彰

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
。
総
理
大
臣
賞
を
始
め
と
し
た
大

臣
賞
が
大
企
業
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

唯
一
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
受
賞
と
な
っ
た
も
の
。 

       

平成２１年度予算編成に向け 

森民夫長岡市長に要望書を提出 
ライフサポートセンター事業などを評価 

市としても多重債務対策を研究・検討中 
 

平
成
２
１
年
度
の
長
岡
市
予
算
編
成
に
反
映
す
べ

く
、
連
合
中
越
は
１
０
月
２
２
日(

水)

長
岡
市
の
森

市
長
を
訪
ね
、
要
望
書
の
提
出
を
行
っ
た
。
森
市
長

は
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
、
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
評

価
と
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

受賞 ＮＰＯ地域循環ネットワーク 

農水大臣賞を受賞 
３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）運動 

資源循環と人の循環システムが児童生徒の食育に直結評価 






